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　「当たり前のことを当たり前に」
 　今年の夏休みは、前半に猛暑日が続き、その後8月とは言えないような寒さの日になり、最後は雨に見舞われる、というように天候に左右されることが多かったような気がします。しかし、そんな中でも「学園キャンプ」は好天にも恵まれ、昨年のリベンジを果たすとっても楽しいものになりました。「海水浴」は生憎の雨で「プール」に出かけての実施となりましたが、「七夕祭り」も「学園夏祭り」も子供たちの協力で、みんなが笑顔で参加する楽しい催しになりました。こうした夏にしか体験できない行事を、一つ一つ子供たちと一緒に経験できたことはとっても貴重なことだと思っています。

これからは充実の秋、稔りの秋を迎えます。子供たちも、夏休みが終わり元気に学校へ通っています。学校ではこの2学期は1年間の中でも期間も長く、勉強や行事に腰を据えて取り組み、大きな成果を上げる時期となっています。しかし、私たちはけっして、構えたり、力を込めて臨んでもらいたいわけではありません。「凡事徹底」といって、人として当たり前で平凡なことでも、それを徹底して継続することが大切なのであり、そのことでとても大きな財産を得ることができるのだ、と考えています。

心理学者のアンジェラ・ダックワース氏は著書『 (やり抜く力) 』の中で、「私たちが人生のマラソンで何を成し遂げるかは、『やり抜く力』に大きくかかっている、『やり抜く力 』とは『長期的な 目標に向けた「情熱」と「粘り強さ」がなすものであり、「才能だけでは結果は出せない」、「人生の長いマラソンでどこまで頑張れるかは、圧倒的に『努力』にかかっている。」とも言っています。また、日本のことわざである『七転び八起き 』にも触れながら、こう言っています。「『やり抜く力』は、『自分たちの努力次第で将来はよくなる』という信念に基づいている。「明日はきっといい日になる」 と「明日はもっといい日にしてみせる」では大違いであり、『やり抜く力』を持つ人々にとって 「運」は無関係です。何度でも立ち上がろうとすること、それがすべてだ。」と述べています。
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幕末時代の教育者『吉田松陰』は『松下村塾』の中で門下生に「至誠」を貫くよう説いています。「至誠」とは普段やらなければならないことを真剣に、本気で、誠意をもって行うことであり、そういうことを徹底して教えていたそうです。「挨拶をきちんとする」「人の話をちゃんと聞く」「目の前にある自分の役割をしっかりと果す」毎日の生活の中で果たさなければならない自己の務めをしっかりと行う人になってもらいたいと考えています。
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施設長　吉　田　幸　雄
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９月行事予定

1日（土）　　トドックフードキャラバン　　サッカー観戦（札幌ドーム）

幌加内そば祭り（～９／２）　光明まつり

3日（月）　　南小学校レク（1年）　　4日（火）　　岩農期末テスト（～９／７）

6日（木）　　南小学校遠足　　新篠津高1年現場実習（～９／１３）

8日（土）　　駒沢幼稚園運動会　　光陵中学校祭（～９／９）

10日（月）　　駒沢幼稚園・光陵中振替休校　　幼児行事（円山動物園）

 12日（水）　　光陵中学力テスト（3年）　　13日（木）　　光陵中振替休校

 14日（金）　　岩見沢神社例大祭（～16日）

　　　　　　　　市内小中学校臨時休校

 15日（土）　　お神輿かつぎ　　子どもあきんど

　　　　　　　　そば打ち体験（岩見見沢東ロータリ―）

 16日（日）　　男子行事（グリーンランド）　　17日（月）　　敬老の日　　　

18日（火）　　南小マラソン大会（～20日）

 20日（水）　　光陵中期末テスト（～21日）　子どもの権利を考える集い（小学生）

 22日（土）　　幌加内高学校祭

23日（日）　　秋分の日　　　24日（月）　　振替休日

25日（火）　　新篠津高2年現場実習（～１０／６）　　27日（木）　　栗山高体育大会（～28）　　

28日（金）　　学園健康診断　　29日（土）　　誕生日会　　道民の森植樹祭（オリックス招待）.

-ご厚志　ご寄贈など　感謝申し上げます（８月１日～３１日）

　(ご芳名もれをお許しください)

コープさっぽろ　様　　ビクトリア観光　様　　美容室　のじり　様　　ＪＡ北海道中央会　様　　阿弥陀寺　様

伊藤八重子　様　　河内克彰　様　　岩崎俊博　様　　浮田直樹　様　　

　今回ものじりさんの美容師さん達がたくさん来園してくださいました。美容師さんたちが来園される前日は、いつも子ども達は「髪を切った後の自分」を想像しながら、職員と色々な話をしています。子ども達1人1人の思いを聞いていると、僕たちも気持ちがほっこりします。


　当日髪の毛を切った後も、子ども達は本当にうれしそうで、その姿にもほっこりします。


　　-心理士　寺崎真一郎-








　　海水浴に行けなかった心残りはありつつも、皆でガトーキングダムへと赴き、ウォータースライダーで楽しむ子、ゆっくり温泉を楽しむ子、終始プールで楽しむ子。めいめい楽しんでいました。来年こそは海で泳げますように・・・☆　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


-男子グループ　南圭輔-


海水浴へ行く予定が、雨天のため中止になってしまったのは残念でしたが、ガトーキングダムのプールへ。流れるプール、滑り台、温かい所、色々なプールを巡り、小さい子から高校生まで楽しんできました。温泉もあり、くつろいで、ゆっくりした子もいました。


-女子グループ　川口紀子-








　　昨年の好評につき、今年も開催‼普段の手作り会とは、一味違い、各お店が縁日の様相で、食べ物屋やゲーム屋の主人になって楽しんでいます。夏休みとあって中学生の参加が大きく活気のある行事となりました。光が丘夏の風物詩の仲間入りです。


　　-男子グループ　佐々木達生-


夏祭りは、沢山の子たちが楽しみにしている行事です。おれ、わたしの店を作り上げ、「いらっしゃーい」と大声をはりあげていました。おでん屋の昼八先生自慢の味噌おでんは、素材そのものの味がしていました。


-女子グループ　西原潤子-











【キャンプでたのしかったこと】


●キャンプで水遊びが楽しかった。また、キャンプで水遊びがしたいです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


小学4年生　Ｒ君


●アブに追われた。刺されなくてよかった。（黒い服着てたからかな～）


小学6年生　Ｋさん


●キャンプでみやまくわがたお、つかまえてうれしかった。


小学１年生　Ｓ君


●キャンプのﾎﾞｰﾙあそびが楽しかった。ガトーキングダムのウォータースライダーがおもしろくて楽しかった。


小学6年生　Ｙ君


【2学期にがんばること】


●かんじをきれいにかくんだもん


小学2年生　Ｎさん


●マラソンで1・２位をとりたいです。あと、学芸会をがんばります。楽しみにしていてください。ぜひきてください。　　　　　　　　　　　　　　小学4年生　Ｓ君


【最近あった面白い話】


●学校の実習生がきて、その先生が「みんなよく聴く歌は何ですか？」と言ったら、クラスの男子が「みんな大体和田アキ子」と答えたことです。


高校3年生　Ｓさん











　毎年やっている子、初めてやる子もいましたが、地域の子たちと毎日一生懸命練習を頑張っていました。当日は雨で中止になってしまいましたが、練習の成果を出したい気持ちもあり、体育館でプチ盆踊り大会をしました。女の子たちは、浴衣を着て盆踊り気分を味わっていました。


-男子グループ　林祐太-


盆踊りに向けて、夕方毎日練習を重ねてきましたが、本番当日はあいにくの雨天のため、場所をかえて体育館で行い、力強く太鼓をたたいていました。


-女子グループ　川口紀子-











天気にも恵まれ、最高の天気でキャンプに行けました。一日目から海水浴に行く高校生はカニや魚をとって遊び、楽しめた様でした。夕食後には職員も混ざっての野球大会に大盛り上がりでした。　　　　　　　　　　　　　　


-男子グループ　藤井宏弥-　　


虫とりや川遊びなど、男女年齢関係なく、みんなが汗だくになって遊びました。全員で初めてのテント泊を経験し、良い思い出になったのではないでしょうか。


-女子グループ　野々川友紀-　

















　早めの行動、そして長年引率している佐々木先生のおかげでよい場所を観覧することができました。みんなで大きな声を出しながら、一緒に感動し合えたことに、職員もうれしく思いました。


-女子グループ　野々川友紀-


まずは事故もなく予定の時間通りに動けたことは、子ども達の協力あってこそだったと思います。年々感じていることですが、普段ケンカのたえない小学生や趣味・趣向の違う中学生でも外出先での振舞い、花火をきれいと感じられる感性や言葉にできる素直さこそ、行事の醍醐味であり、また成長が感じられる場面と思います。


-男子グループ　佐々木達生-








毎年恒例となりました。朝のラジオ体操、皆、声をかける前に自分で起きて、春日公園へと駆けていました。ラジオ体操で体を起こしてからは、朝食までの間で空いている時間で宿題に取り組んでいたり、早起きは三文の徳、ということで、それぞれ有意義に過ごしていました。


-男子グループ　南圭輔-


小学生を中心に、皆勤賞をねらって参加していました。地域での体操が終了後は、引き続き園の体育館で取り組み、夏休みでも生活リズムをくずさないよう過ごせました。


-女子グループ　野々川友紀-














男子グループ　20歳　Ｙ君


　今年もまた、２０歳を迎えた児童を見送るＢｉｒｔｈday Partyを行いました。嬉しいことが８割ですが、やはり別れには寂しさがつきものです。そして私自身いつも反省させられ続けます。保護者の方には、沢山ご迷惑をおかけして申し訳ありませんでした。いつもご理解ありがとうございます。


-男子グループ　佐々木達生-








誕生生の２人は照れながらも笑顔もたくさん見られ、喜んでくれた様でよかったです。Ｓさんの発表、本人が全て１人でやりきったことはすばらしく感心しましたが、見る子ども達の負担を考えると、大人が手伝いに入っても良かったのかなぁと思いました。


‐幼児グループ　吉野桃子‐


　誕生会、毎回子ども達の協力、みんなを祝おうという気持ちが大きく温かく感じるひとときです。ゲームは計画と変えましたが、皆の回答を見るドキドキもあり、盛り上がってくれて良かったです。


‐女子グループ　小泉裕寿‐








　小学生男子のみでのサッカー観戦になりました。ＪＲに地下鉄と大変でしたが、みんな元気に楽しく過ごせました。1年生の2人は大人が思っていたよりも集中して観戦できており、周りと一緒に盛り上がって楽しそうにしていました。


-男子グループ　昼八賢吾-











　短い距離でしたが、小さなグループでまとまって出掛ける時間は、せみの声やどんぐりを拾い、小さなことに立ち止まり共感できるので、いい時間です。


　Ｙ君は大きな音やおおかみさんに、とぎもをぬかれ「ひゃーひゃー」驚いていましたが、こころの揺れが見てとれてかわいらしく、散々大さわぎしていた男の子達も、来年もまた来るわと大騒がせな楽しみ方に学ぶ機会をつくりたいと思います。


-女子グループ　西原潤子-








女子グループ　13歳　Ｎさん


　お誕生会打ち合わせの時から、自分たちの気持ちが強くなってしまい、どうなることやらとヒヤヒヤしましたが、当日は部活動の子を待ち、姉が買い出し準備と頑張ってくれました。あいにく改装中のお店があり、メニュー変更になってしまうこともありましたが、主役のＹさんは好物の納豆巻きやおにぎりをほおばってニコニコ顔でした。プレゼントもバックやおしゃれ靴と大人びてきました。


-女子グループ　川口紀子　-





　　　


短冊に思い思いの願いを書く姿に、少しほっこりした気持ちになりました。短冊も色々な形をＳさんが作ってくれて、見た目にも色々な楽しみがありました。　　　　　-心理士　寺崎真一郎-


短冊に書いた夢が叶うといいですね。朝から玄関先で七夕を作り、夜は花火と、夏の長い一日を楽しみました。


-女子グループ　西原潤子-














